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小学生が参加するシナイモツゴ里親制度 

NPO 法人シナイモツゴ郷の会 二宮景喜・浅野 功 
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現在の小学校での里親活動について  

◆大崎市立鹿島台小学校（４年生） ◆美里町立小牛田小学校（５年生）    

◆石巻市立開北小学校（５年生）   ◆東松島市立鳴瀬桜華小学校（４年生）   

年間の里親活動の流れ  

里親学校との活動計画打ち合わせ・・・４月中  

（学習会・シナイモツゴの回収・池清掃の日程について）  

 

 

ため池に産卵ポット設置・・・５月中旬  

里親学校へ発眼卵移入のためシナイモツゴが生息するため池

に２０個程度設置  

 

 

学習会・・・５月下旬～６月下旬  

学習内容   １  シナイモツゴってどんな魚？  

         ２  シナイモツゴの育て方  

３ シナイモツゴ郷の会の活動について  

 

シナイモツゴの捕獲回収と飼育池掃除・・・５月下旬～６月初旬  

「シナイモツゴの卵」から１年かけて飼育したシナイモツゴの捕獲回収を

する  

シナイモツゴの発眼卵を移入するため池の清掃

をして環境整備  

 

 

 

飼育池に給水とグリーンウォーター（植物性プランクトン）の投入・・・

６月中  

グリーンウォーターと液肥を投入し餌となる動物性プラ

ンクトン発生させる  
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シナイモツゴの発眼卵の移入設置・・・中旬～下旬  

産卵ポット設置したため池から産卵状況を確認して発眼したものを取り上

げ、里親学校の子供たちが観察した後、飼育池に移入  

 

 

 

 

シナイモツゴ放流会・・・ ６月中旬  

里親学校から回収したシナイモツゴを地元大崎市立鹿島台小学校の４年生

が地元の安全なため池に放流する  

 

 

 

 

シナイモツゴの飼育・・・７月～翌５月まで  

餌やり・観察・飼育池の水草除去や水質管理等環

境保持  

 

 

 

次年度の里親活動に引き継ぐ・・・里親学校では取り組んだ子供たちが

発表会や勉強会を通して次の子供たちに引き継ぐ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


